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天　文　同　好會
本部　よ　り
　今から十年前の，大正九年九月二十五日，我が同好會は創立しナこ．詳細
はL天界L第1號にある．其の後今日まで，會の護展と維持に閉し九人々
の努力は尊い．會の勢ひも，耐：會の反癒も，十年前に比べて，全く別世界
の擬がある．來る十月，本塁は創立十週年記念會を開く．今は準備中であ
る．會員諸君もいろいろ御意見を聞かせて頂きたい，
　十週年記念集會は，多分，京都で十月十八九日頃と定まりました．全國の
三唱諸氏は今から繰り合はせて，是非御津會下さい．昨年花山へ來られなか
つナニ會員諸君よ．今やL花山を見ざれば，天文を談ずべからす］といふ時代
になってしまひましナこ．．一…記念會としては學術諺演會と，大懇親會と，天
罷鷺眞や圖書の展覧會などが計書され，又，観測會も勿論計書されてゐます．
　　　　　　　　　　脚　戸支部通信
　　　　　　　　　紳戸市西須磨關守酔「　改　焚　香　鳩
　支部としての報告を意外に怠って居ナこ事をお詑びいナこします．本船の一
月，二月，「三月と云ふ弱な寒い季節の例會は出席者が意外に少なく，殊に
一月は小雨，二月は証天，三月も轟笈と云ふ，辰星愛好者達にとって何よ
り不愉快な天候であった事に原因しナこのか，淋しい寄りでありましナニ．
　一月には星のスペクトル，二月にはオリオン♪h庄の話，三月には星川の
誘，と云ふ題で中村氏が薄話されました．會合する者の顔ぶれは毎回殆ん
ど同一一で熱心な研究者ばかりで，落附いて眞面目な研究が出來て却て有意
義であります．
　四月の例會「超海一E星の舌．出席者十三名」．も曇天であり，之れで，薩
臓十二月の例會日の芸天を合はすと二三五回に渉り美しい星の姿を見得な
い事になり，徒に望遠鏡が大きな岡艦で脾肉の1妖誰を獲して居．る様な始末
であります．
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　五月の例會は陶画ぶりの好晴に恵まれ，且つ寒からす暖からす柑橘の香
も清々しい好季節であったから自ら會員外の参講者も相當にありましナこ．
此の夕は薬浴氏が『時の話』を講話されましナこ，出席者十九名、十五セン
チと，六センチの望遠鏡で，月面，星團，共郎等の槻望に漱を鑑して散會
しナこのは十一時を除程過ぎて居ましナこ．同夜は中村氏と私はヘルクレス星
座を浮游中の　1930c彗星の位置測定の爲眞撮：影をやり，白鳥王座にある
1930b彗星の観測等で寛に東天薄明になりましナこ，
　六月の弾機『例會は墨隈第二rHl＃：の夕刻』は會員吉田卯一郎氏が本縣第
一高女女學生を三十除名引率して來會あり，総出席者六十五名の多籔で近
來にない盛會であっナニ．中村町は「流星について』，吉田氏は『歓洲漫遊當
時に於ける各聖天文型歴訪談』等の講話あり，折悪しく曇天の僻め實地観
測は不可能であったから，望遠鏡の赤道儀に就て吉田氏の詮明等あっ放て
會をしましナこ。
　六月の例會通知獲逡に際し會員古川庄次郎君の好意で六月中旬の天象略
圃を添附しましナニ．難誌天界の護行が遅れtので其月の犬象を知るに不便
な方も多く有る事と思ひ古川君を煩した様な事です．
　耳翼以外に，紀州の小棋孝二郎君が二度來宅．1野田翼を試みられナニ．
江州の渡迂君が木星面誕生の阻めに二度も來られtこが俘雲に障けられて不
能に終り，住吉邊まで蹄られた頃に察が晴れた等は如何にも遺憾の極みで
あった．1繭洲の天文老爺で通って居る西圏永太郎大人の訪問をうけた，満
洲での活動振りのお話を聞いて同氏の如き活動を罫引するならば同好會の
聡叡敷も現在の倍敷にする事は何でもない事だと思ひ，自ら顧て漸塊に堪
えませんでしナこ．剥炉川崎造型塾員の智識階級の入が三十名計り二度も見
學に來られた．小禽校の生徒が二百五十人，高女生徒が五十名，強吟生が
四十五名，何れも教師附添ひ太陽黒貼の見計に來られナこ．
　山本一一清先生が二度來訪せられ，殊に1930d彗星撮影で共に徹夜の上，
種々有益な御指導を得た事は感謝に耐えない事であります，引績いての彗
二諏影で徹夜の重め頭も少しぼんやりして居るので報告は翻れで欄筆．
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編輯室　よ　り
近頃の編輯室は良い原稿が山積の有様で，甚だ喜ばしい．それで，とか
く頁数が曾す傾向があり，さうすると心計の方から御忠告を頂くといふわ
けで，板挾みに會ってみる．
　本號の中村氏の文は，天下一品で，只わが三内のアマチユァナこちに翫ん
で貰ふだけでは惜しいと思ひ，全文を英羅して，山守の一專問雑誌に載せ
ることにしナニ．我國の人々の中には，同じものでも，鰍文で書いてあると
籐敬し，邦文で書いてあると輕る見る入がある・之れも型璽迎舶來品を：貴
ぶ悪習なので遺憾に堪えない．我がL天界■は決して普通一般の通俗雄誌
でなく．中には偉大なる研究報告や，貴重なる論文が載るのですから，其
のつもりで讃んで頂きナこい．
　前にも記しナこ通り，今年はケプラ1の三百年記念，メシエの二百年記念
をやるべき年に當ってみる．編輯室には既に，村上氏のメシエに校する一
文と，竹田助教授のケプラ1に關する一文とが届けられてある．年末には，
叉，待ちに待つナこエロス星が篭るので，此の止血のナニめに，世に率先して
大切な記事’を載せやうと計暗してるる．
　小愼氏の，ベルセ流星群に撫する長文も亦，編輯室に來てるる．小愼氏
と其の同志の人々の業績は，全國に流星観測の網を張って，着々と，毒血
に研究が積まれてある．
　最後に，こんどの秋の同好會総會で，會費の値下げ共の他が議決せられ
ると假定すると，從って，L天界「やし星一1の編輯上にも込ろ蔓ろの意見が
出ることであらうと，多少の攣更を雪嶺なくさせられることにもなるかも
知れないと思はれる・何れにしても，現代は言論0）世の中である．會の運
縛や，雑誌の編輯上に註して，好意ある御忠言を諸方から逡って頂きたいf
　：本誌の附録として試験的に凶行されてるナこし星「も，こんどの総會の時に
會員諸氏の御批評を仰ぎたいと思ひます．本月は休暇中のこととて同人ナニ
ちの開に打ち合はせ充分ならす，し星「を休刊し，天象欄を本誌に繰り入れ
ましナこ．
